
お客さま本位の業務運営に関する
2018年度の取り組み

アクサダイレクト生命保険株式会社



「お客さま本位の業務運営方針」
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•アクサダイレクト生命では、お客さま本位の業務運営を推進し、お客さまへ最善の利益を提供するために、
「お客さま本位の業務運営を実現するための基本方針」ならびにその「定着度を測るための評価指標」を策
定し、公表しています。

•「お客さま本位の業務運営を実現するための基本方針」では、お客さまへ最善の利益を提供するために、以
下の5つの基本方針を掲げております。

1.インターネット技術を活用したビジネスモデルの進化に努めます。

2.お客さまにとってわかりやすく、シンプルで合理的な商品やサービスを提供します。

3.お客さまの利便性を向上させるため、いつでもどこでもアクセスできる環境を構築します。

4.お客さまご自身でご判断いただけるよう、わかりやすく充実した情報提供を実現します。

5.お客さま本位の業務運営を追求するための枠組みを構築します。



「定着度を測るための評価指標」
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•お客さま本位の業務運営についての「定着度を測るための評価指標」は、「お客さまからの評価」、「お支払
いまでに要した平均日数」、「カスタマーサービスセンターの電話応答率」としており、それぞれの数値は次のと
おりとなっております。



2018年度の取り組み（1）
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インターネット技術を活用したビジネスモデルの進化に努めます。1

•アクサダイレクト生命は、2008年4月より営業を開始した日本初のインターネット専業生命保険会社であり、
アクサ・ホールディングス・ジャパン株式会社の100％子会社です。アクサ・ホールディングス・ジャパン、アクサ生
命、アクサ損害保険とともにアクサジャパングループを形成し、生命保険のダイレクトビジネスを担っています。

•最新のインターネット技術を活用してお客さまに最善の利益を提供するため、お客さまとの主なタッチポイント
となるWebサイトは継続的に改善を行っております。



2018年度の取り組み（2）
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お客さまにとってわかりやすく、シンプルで合理的な商品やサービスを提供します。2

•アクサダイレクト生命は、インターネットを介してお客さまに商品・サービスの提供を行っています。そのためお客
さまにとってわかりやすく、シンプルな商品やサービスの提供を常に心がけております。

•2018年7月に「アクサダイレクトの定期保険２」と「アクサダイレクトの収入保障２」の保険料を改定し、平均
16.2％（＊1）引き下げを行いました。この改定により、「アクサダイレクトの定期保険２」と「アクサダイレクトの
収入保障２」は、業界最安水準（＊2）の保険料を実現しました。
（＊1）2017年度に「アクサダイレクトの定期保険２」と「アクサダイレクトの収入保障２」にご契約されたお客さまが、契約時の年齢・保障内容かつ2018年7月2日時点の改定後保険料で

ご契約されたと仮定した場合の、保険料の平均引き下げ率。
（＊2）アクサダイレクト生命を含む全生命保険会社の定期保険および収入保障保険（リスク細分型商品を除く）を以下の条件で比較した結果、保険料が最も安い保険会社の商品と

アクサダイレクト生命の商品との保険料差が10％未満であったため「業界最安水準」という表記を使用しています。
【比較条件】2018年6月1日現在（アクサダイレクト生命の保険料は2018年7月2日以降のもの）

定期保険：20歳、30歳、40歳、50歳の各男女、死亡・高度障害保険金額1,000万円、保険期間10年、月払。リビング・ニーズ特約等の各種特約の有無は考慮せず。
収入保障保険：20歳、30歳、40歳、50歳の各男女、死亡・高度障害年金月額10万円、保険期間・保険料払込期間65歳満了、年金支払保証期間5年、月払。

リビング・ニーズ特約等の各種特約の有無は考慮せず。

•2018年9月に、病気やケガ、精神疾患で働けなくなった際の収入減をサポートする保険「アクサダイレクトの
働けないときの安心」を発売しました。うつ病などの精神疾患もカバーするなど、充実した保障内容でありな
がら、業界最安水準（＊3）の保険料を実現しました。
（＊3）アクサダイレクト生命を含む全生命保険会社の就業不能保険および就労所得保障保険を以下の条件で比較した結果、保険料が最も安い保険会社の商品とアクサダイレクト生命の

商品との保険料差が10％未満であったため「業界最安水準」という表記を使用しています。なお疾病・医療保険は、商品によって保障内容に差異があるため、正確な比較はできません。
また保険料のみをもって商品の優劣を判断することはできません。
【比較条件】2018年8月1日現在

20歳、30歳、40歳、50歳の各男女、就業不能給付金月額20万円、保険期間・保険料払込期間65歳満了、月払。



2018年度の取り組み（3）
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お客さまの利便性を向上させるため、いつでもどこでもアクセスできる環境を構築します。3

•アクサダイレクト生命は、インターネットを介してお客さまに商品・サービスの提供を行っており、「お客さまがい
つでもどこでもアクセスできる環境」を構築しております。

•2018年12月、お客さまのスマートフォンの保険申込み画面をカスタマーサービスセンターと共有しながら、保
険申込みに必要な情報の入力をサポートするサービスを開始しました。
スマートフォンでのWebブラウザによる画面共有および入力サポートのサービス提供は、保険業界初（*）となり
ます。
（*）2018 年12 月19 日現在当社調べ



2018年度の取り組み（4）
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お客さまご自身でご判断いただけるよう、わかりやすく充実した情報提供を実現します。4

•アクサダイレクト生命は、インターネットを介して商品・サービスをご提供していることから、お客さまが自らご判
断いただき、納得して保険申込みを完了いただけるよう様々な情報提供に努めております。

•2019年4月より商品パンフレットをリニューアルし、ライフステージ別に、まず備えるべき保障・おすすめプランが
ひと目でわかるようなコンテンツを追加するなど、保険のことがよくわからない方でも納得感を持って簡単に検
討できるようなページ展開にしました。

•新商品などにおいても、各特約の保障内容、支払理由等を簡潔に記載し、継続的にわかりやすさを追求し
ております。



2018年度の取り組み（5）
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お客さま本位の業務運営を追求するための枠組みを構築します。5

•2019年4月に、社内規定である「アクサダイレクト生命の行動
規範」の見直しを実施しました。これはAXAグループにより改訂・
発行された「AXAコンプライアンス・倫理規範」を反映させたもの
で、お客さま本位の業務運営を追求するために、すべての社員
が継続的に実践していきます。

•2019年7月に、「保険募集代理店にお支払いする販売手数
料について」を公表し、当社の理想の代理店像を表明するとと
もに、2020年4月にその販売手数料体系を変更する予定であ
ることを公表しました。

•アクサダイレクト生命は、お客さまへ最善の利益を提供するための枠組み作りを推進し、適切なガバナンス
体制の整備に努めております。
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